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 鳥取市教育センターでは、昨年度のこの時期と比較し、相談件数が大幅に増えています。 

電話・来所による保護者相談には、学校の対応に不安を持たれているものが多いです。お話を伺

う中には、初期対応の１つ１つの行き違いが、後の大きなトラブルにつながっているケースが何件

かあります。日頃「できている」と感じていても、多忙な中、「些細なことのようであっても実は大

事な事」を落としているかもしれません。今一度原点に戻り、次のようなことを点検してみてくだ

さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 子どもたちへの関わり方や学級の環境づくりについて見直す機会として、ぜひ「ひびきセミナー」

を利用してください。『エール』（鳥取県発達障がい支援センター）の指導助言をいただきながら、

子どもの理解の仕方や支援のポイントについて学ぶことができます。事例をもとに話し合うことで、

校内体制や、教師としての日々の指導について振り返る機会にもなります。 
 申し込みは電話でお願いします。『エール』と調整し、開催の日時を決めます。夏季休業中の「学

級経営研修」にいかがでしょうか？ 
  
 

教育支援係 

〇報・連・相はできていますか？ 

  小さなトラブルでも、周りの職員（学年団等）と共有しましょう。必要があれば、

学年主任等を通して管理職に相談し、すぐに対応しましょう。 

 

〇子ども・保護者の思いを受けとめていますか？ 

 「またか・・・」「この子はトラブルをよく起こすから。」などと、先入観を持って

子どもや保護者の対応をすることはありませんか？些細なトラブルに見えても、い

じめの根っこが隠れているかもしれません。思いを受けとめながらしっかりと話を

聞きましょう。 

 

〇納得がいくまで！ 

 「対応したつもり」になっていませんか？子ども、保護者と話し合い、納得できた

か確認をすることが大切です。電話より「家庭訪問」が大事です。もちろんチーム

で話し合った方針を持って。 

 

〇学校の体制を物語る電話対応 

  電話の受け方一つで誠意が分かります。保護者、地域の方・・・どの方に対して

も、ていねいな言葉で温かい対応ができていますか？ 



 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学力向上研修会 

6 月 11 日（木）に各学校の学力向上担当者を対象と

して研修会を開催しました。本年度の学力向上の取り

組みについて確認した後、中学校区グループで今後の

実践へ向けた熱心な意見交換が行われました。第 2 回

は 12 月に実施の予定です。 

≪参加者の感想≫ 

・鳥取市の取り組みのキー

ワードである「自治力」

を意識し、児童生徒自ら

考え学び合う授業づくり

をめざしたい。 

・実践する内容が明確にな

り意欲がわいてきた。 

初任者研修会 

6 月 18 日（木）に、「児童生徒理解」をテーマに研修を

行いました。まず、心をつなぐコミュニケーションゲーム

を体験し、学級の人間関係づくりについて研修しました。

後半は、児童生徒との信頼関係を築くために日々の教育活

動で心がけていることを話し合いました。明日からの実践

への意欲を高める機会となりました。 

各学校の取組計画について協議 

コミュニケーションゲームで皆が笑顔！ 

小・中学校それぞれの視点で意見交換 

≪参加者の感想≫ 

・ゲームを通して、笑顔が人と人とをつなげる力があることを

肌で感じた。ねらいや配慮を忘れず取り組んでいきたい。 

・当たり前のことが当たり前にできることが信頼の一歩だと思

うので、日々の小さな積み重ねを大切にしたい。 

・組織人としての自覚をしっかり持って行動したい。子どもや

保護者からの期待を信頼に変えられるよう努力したい。 

研修企画係 

授業を
ふりかえって 
みましょう！ 



 

6 月 6 日 English World 6 月 24 日 キャラバン（湖南学園）

小学 5・6 年生 31 名が、ＡＬＴ等 13 名と

「夏」をテーマにした活動を楽しみました。

どの参加者も、外国人の先生と積極的に英語

で交流ができました。 

≪参加者の感想≫ 

・緊張したけど楽しかった。英語が

うまくなったと思う。 

・いろいろな国の人や初めて会った

人と話ができた。また来たい。 

・先生方がやさしく教えてくださっ

たので、参加してよかった。 

学年ごとの活動の他、7・9 年生は、23・24

の2日間の日程で湖南学園を訪れていた日南

中学校の生徒やＡＬＴと、英語でのコミュニ

ケーション活動を楽しみました。 

英単語を使ってビンゴゲーム 

英語の自己紹介で交流スタート 

テーマを決めてスピーチやＱ＆Ａ

6 月 8 日 修立小学校 6 月 10 日 逢坂小学校 

教師力向上サポート研修 

若い先生方 3 名と、指導案を通して、め

あての設定、主発問とふりかえり、評価と

の関連等を考えました。 

 普段の生活場面での「信頼関係」を大事

にしながら、つけたい力をしっかりと意識

して授業を構成することを話し合う中で、

お互いが刺激し合える研修となりました。 

1 年生の国語科の授業研究を中心とした全体

研修会を行いました。 

①グループワーク…「バースデイライン」等 

②研究協議…課題提示、ふりかえり等 

③シェアリング 

 小グループで活発な意見交換が行われ、実践

に生かそうという意欲が高まったようです。 

≪参加者の感想≫ 

・指導案の検討を通して、自分の授業に

対する思いを見直すことができた。子

どもたちに一番伝えたいことは何か考

え直し、授業に臨みたい。 

夏季休業中の活用を募集中！ 


